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超遠心によりエキソソームを沈殿させる方法 (Pelleting 法 )、超遠心により Iodixanol
溶液上にエキソソームを集める方法 (Cushion 法 )、 Iodixanol 密度勾配遠心法 (Gradient


























因性のエキソソームへの RNA 搭載機構を利用した効率的なエキソソームへの RNA 搭
載方法の開発を目的として、Systematic evolution of ligands by exponential enrichment 
(SELEX) 法によるエキソソーム移行性配列の探索を試みた。初期配列としては、プ
ライマー結合配列に挟まれた 40 塩基のランダム配列をもつ RNA プールを用意した。



































 （続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 







エキソソームを沈殿させる方法 (Pelleting 法 )、超遠心により Iodixanol 溶液上にエ













RNA 搭載方法の開発を目的として、 Systematic evolution of ligands by exponential 
enrichment (SELEX) 法によるエキソソーム移行性配列の探索を試みた。初期配列と
してプライマー結合配列に挟まれた 40 塩基のランダム配列をもつ RNA プールを用意
し、これを B16BL6 細胞へと導入した後、回収したエキソソーム中 RNA から再び RNA
プールを作製するサイクルを繰り返してエキソソーム移行性配列の濃縮を行った結
果、プール中に多数存在する配列 (RNA-A)を見出した。RNA-A のエキソソーム移行性を
評価した結果、プール中に見つかったほかの配列および RNA-A のスクランブル配列と
比較して、エキソソームへの移行量が数倍程度増大していることが示された。以上、
新規エキソソーム移行性配列を見出すとともに、 SELEX 法によりエキソソーム移行性
配列の探索が可能であることを示した。  
以上、申請者は、 RNAデリバリーキャリアとしてのエキソソームの調製法の最適化
を目的として、エキソソーム回収法の比較、回収時培地体積に関する検討を行うとと
もに、新規エキソソーム移行性 RNA配列を見出した。本研究で得られた知見は、エキ
ソソームを基盤とした RNAのデリバリーキャリアの開発に有用な情報を提供するもの
と考えられる。 
よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成
31年2月15日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、2020年12月1日までの間当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとす
ることを認める。 
 
